
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

②施設・事業所情報 

名称：グローバルキッズ白楽園 種別：認可保育所 

代表者氏名：梶原 直意 定員（利用人数）： 

定員：60名（利用者：59名） 

所在地：〒221-0802 横浜市神奈川区六角橋2－9－16                         

TEL： 

045-481-0505 

ホームページ：

https://www.gkids.co.jp/facilities/nursery_032.html 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：平成24年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社グローバルキッズ 

 職員数 常勤職員：12名 非常勤職員：10名 

 専門職員 （専門職の名称）  名 保育補助：2名 

施設長：1名 栄養士：2名 

保育士：16 調理師：1名 

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室：７室 バルコニー：１ 

トイレ：２ヶ所 エレベーター:１基 

調理室・厨房：１室 野外階段 

事務室：１室  園庭：２ヶ所 

沐浴室：1  

図書室：1  

ホール  

③理念・基本方針 

企業理念 

子どものたちの未来のために  

  

保育理念 

豊かに生きる力を育てる  

 

保育目標 

1、お互いの気持ちを理解し、思いやりを持つことができる子ども   

２、人との交流の中で愛情を育み、生きる力を身に付ける子ども  

３、何事にも一生懸命挑戦する子ども   

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

保育方針   

 １、子どもが挑戦したいと思える環境作り、結果ではなく経過を大切に一人ひとり

認めていく 

 2、一人ひとりの気持ちを認めることで自信へと繋げ、自己肯定感を育む 

 

https://www.gkids.co.jp/facilities/nursery_032.html


⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和5年5月9日（契約日） ～ 

令和6年3月28日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）   3 回（ 2020 年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

１）職員の人材育成を行い、質の向上に向けた学びを大切にしています 

2018年の園長就任から現在まで、職員への指導内容や方法、育成状況などについ

て、その時々の園長の考えを「職員指導ノート」に綴っています。記録内容は一環し

て人材育成に絞られています。仕事に対する姿勢や考え方を育成することで、必然的

に保育の質の向上につながるとした園長の思いは就任以来変わらず、人材育成を最重

要項目としています。職員をグレードで分けることなく、個々の性格やこれまでの経

験などを把握し、コミュニケーションを取りながら個別に指導や助言を重ねていま

す。職員同士も互いに助け合い、学びあうことで個々のスキル向上につながっていま

す。このことは、子どもたちの保育活動にも当てはまり、園の基本的な方針となって

います。今回の利用者調査からも園環境が子どもの心身の発達に役立っていると高い

評価を得ています。園長は更に高い志を持ち、子どもや職員一人ひとりがお互いに

「育ち・育てる・育ち合う」園環境に取り組んでいきたいと考えています。 

 

２)積極的な地域交流に取り組んでいます 

地元の地域ケアプラザと積極的に交流を図り、協働支援に取り組んでいます。高齢者

施設へは七夕、クリスマスの飾りつけや歌を披露しに訪問しています。ハロウィンで

地元を廻り、近隣の大学生中心に開催される「キャンドルナイト」に参加するなど積

極的に地域へ出向き交流をしています。また、地元の就学前の子どもたちが来園する

「ちびっこサンタ」など、子どもたちはいろんな体験を地元で体験しています。 

 

３)主任保育士の育成が期待されます 

園には、園長不在時の園長代理の役割や、保育士間のまとめ役としての役割を担う主

任保育士が在籍していません。各リーダー格の保育士が、チームとして務めています

が、今後は、園長を補佐する主任保育士を育成し、さらに働きやすい園環境を整える

ことが望まれます。 

 

４)ボランティア受入れマニュアルの作成と見直しが期待されます 

ボランティア受入れマニュアルの整備や受入れに対する基本姿勢が明確にされていま

せん。園では、ボランティアや体験学習を積極的に受入れていきたいとしています

が、乳幼児に接する体験のない人たちの受入れには、基本姿勢を明確にしたマニュア

ルの作成が望まれます。また、定期的にマニュアルの内容の確認や更新を期待しま

す。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受審し、園運営の中での改善点は本部との協力体制の中で共有と意見交

換が定期的に行われることの必要性を感じました。 

時代の変化に対応のできる保育施設として息長く「地域に愛される保育園とは」この

課題に前向きに向きあっていける環境作りを継続していきたいと思います。園の強み

も知ることができ、足りないところは足していく努力と協力体制の構築、育成にも今

後も力を入れていきたいと思います。 

 



 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


